
沖縄県立

学科・コース

学年・学級 単位数 単位

教科書

副教材

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・四則の計算ができる。
・指数の法則や分配の法
則を用いて、多項式の計
算ができる。
・展開の公式を利用でき
る。
・共通因数をみつけ、共通
因数のくくり出しができる。
・因数分解の公式を利用
できる。
・根号の含む式の計算と
分母の有理化ができる。
・絶対値の意味と記号表
示を理解している。

・四則、二重括弧、累乗
が混じった計算の優先
順位を正確に判断でき
る。

・文字を置き換えること
で、展開や因数分解の
公式を適用できるように
なることを見通せる。

・１次不等式を解くことが
できる。
・数量の大小関係を式で
表すことができる。
・不等式の示す範囲を数
直線上に表すことができ
る。
・１次不等式を解くことが
できる。
・連立１次不等式を解くこ
とができる。

・大小関係を表す文章か
ら適切に不等式を表現
することができる。

・日常の問題を解決する
のに、１次不等式を活用
することができる。

高等学校

教科 数学

総合学科

１年３組～１年６組 3

令和 4 年度 数学Ⅰ シラバス 沖縄水産

科目 数学Ⅰ

（数研出版）　新　高校の数学Ⅰ　

（数研出版）　新　高校の数学Ⅰ　対応　　教科書学習ノート　数学Ⅰ

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につ
いて論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設
定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

評価の観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりすることに関する技能を身
に付けている。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じ
て適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図
形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に
着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関
連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択
して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に
考察し判断したりする力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しよう
とする態度，粘り強く考え数学的論拠に
基づいて判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとして
いる。

備考

第１章　数と式
第１節　数と式の計算
①計算の基本
②単項式と多項式
③多項式の加法と減法
④多項式の乗法
⑤展開の公式
⑥因数分解
⑦展開、因数分解の工夫
⑧根号を含む式の計算
⑨実数

数を実数まで拡張する意
義を理解できるようにす
る。また、式を多面的にみ
たり処理したりするととも
に、１次不等式を事象の考
察に活用できるようにす
る。

・数学のよさを認識
し、数学を活用しよう
としている。

・粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判
断しようとしている。

・問題解決の過程を
振り返って考察を深
めたり、評価・改善し
たりしようとしている。

・行動観察
・発表
・学習ノート
・定期考査

・３観点「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主
体的に学習に取り組む
態度」の比重は順に
「２：２：１」とする。

・「知識・技能」「思考・
判断・表現」において
は、達成度を主に定期
考査で測る。
　　正答率
　　　　Ａ：６５％以上
　　　　Ｂ：３５％以上
　　　　Ｃ：３５％未満

・「主体的に学習に取り
組む態度」においては、
日々の授業態度と提出
物で測る。
Ａ：
自分の考えを発言し、数
学を活用しようとしてい
る。ノートを工夫して記
載し、数学的論拠に基
づいて判断しようとして
いる。振り返りを行い、評
価・改善しようとしてい
る。
Ｂ：
積極的に授業に参加
し、数学のよさを理解し
ようと努力している。粘り
強く考えようとしている。
振り返って考察を深めよ
うと努力している。
Ｃ：
私語・居眠りが多く、主
体的に学習に取り組む
意欲が低い。欠席が多
い。提出物を出さない。

第２節　1次不等式
①１次不等式
②不等式
③不等式の解

評価方法学習内容 学習のねらい
評価規準指導

時数

20

10
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・関数の値を求めることが
できる。
・１次関数のグラフがかけ
る。
・放物線の形や軸、頂点に
ついて理解している。
・ 式の表記の違いを、グラ
フの平行移動とともに理解
している。
・平方完成ができる。

・2つの数量の関係を式
で表現できる。

・ y=a(x-p)^2+q のグ
ラフついて、x軸方向、y
軸方向の平行移動の組
み合わせであるととらえ
ることができる。

・２次関数が最大値、また
は最小値をもつことを理解
している。
・ 平方完成を行い、最大
値、最小値を求めることが
できる。
・２次関数の定義域に制限
がある場合に、最大値、最
小値が求められる。
・２次方程式の解き方とし
て、因数分解利用、解の公
式利用があることを理解し
ている。
・解の公式を用いて２次方
程式を解くことができる。
・２次関数のグラフとx軸の
共有点の座標が求められ
る。
・２次不等式を解くことが
できる。
・式を解きやすい形に変形
してから２次不等式を解く
ことができる。

・２次関数の値の変化を
グラフから考察できる。

・身近な最大・最小の応
用問題を２次関数の問
題に帰着して考えること
ができる。

・２次関数のグラフとx軸
の共有点の個数や位置
関係を考察できる。

・２次不等式の解と２次
関数の値の符号を相互
に関連させて考察でき
る。

・直角三角形において、三
平方の定理を利用して、辺
の長さを求められる。
・三角定規の形の三角形
の辺の比について理解し
ている。
・直角三角形において、正
弦・余弦・正接が求められ
る。
・三角比の相互関係を利
用して、１つの値から残り
の値が求められる。
・鈍角三角形でも三角比
の相互関係が成り立つこ
とを理解している。

・具体的な事象を三角
比の問題としてとらえる
ことができる。

・拡張された三角比を、
座標平面に図示して考
察することができる。

・正弦定理を利用して、三
角形の辺の長さ、外接円
の半径が求められる。
・余弦定理を利用して、三
角形の辺の長さ、角の大き
さが求められる。
・余弦定理を空間図形の
計量に応用できる。

・空間図形の応用では、
適当な三角形に着目し
て考察できる。

・三角形の面積を、決定
条件である２辺とその間
の角から求めることがで
きる。

集合と命題に関する基本
的な概念を理解し、それを
事象の考察に活用できる
ようにする。

・共通部分、和集合、空集
合、部分集合、全体集合、
補集合について理解して
いる。
・命題を表す記号を理解
し、命題の真偽を判断する
ことができる。
・反例の意味を理解し、命
題が偽であることを示す反
例をつくることができる。
・否定の意味及び否定を
表す記号を理解している。
・十分条件、必要条件及び
必要十分条件の定義を理
解している。
・対偶の定義を理解し、命
題の対偶を作ることができ
る。

・条件を満たすものを集
合の要素としてとられる
ことができる。

・命題の真偽を、集合の
包含関係に結びつけて
とらえることができる。

統計の基本的な考えを理
解するとともに、それを用
いてデータを整理・分析し
傾向を把握できるようにす
る。

・階級、度数などの用語を
理解し、データを度数分布
表にまとめ、ヒストグラムを
かくことがきる。
・最頻値、中央値、平均値
の定義や意味を理解し、そ
れらを求めることができ
る。
・分散、標準偏差の定義と
その意味を理解し、それら
を求めることができる。

・分散、標準偏差を用い
てデータの散らばりを比
較することができる。

・データの相関を考察す
ることができる。

・仮説検定の考え方を理
解し、それを用いて考察
することができる。

・数学のよさを認識
し、数学を活用しよう
としている。

・粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判
断しようとしている。

・問題解決の過程を
振り返って考察を深
めたり、評価・改善し
たりしようとしている。

・行動観察
・発表
・学習ノート
・定期考査

・３観点「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主
体的に学習に取り組む
態度」の比重は順に
「２：２：１」とする。

・「知識・技能」「思考・
判断・表現」において
は、達成度を主に定期
考査で測る。
　　正答率
　　　　Ａ：６５％以上
　　　　Ｂ：３５％以上
　　　　Ｃ：３５％未満

・「主体的に学習に取り
組む態度」においては、
日々の授業態度と提出
物で測る。
Ａ：
自分の考えを発言し、数
学を活用しようとしてい
る。ノートを工夫して記
載し、数学的論拠に基
づいて判断しようとして
いる。振り返りを行い、評
価・改善しようとしてい
る。
Ｂ：
積極的に授業に参加
し、数学のよさを理解し
ようと努力している。粘り
強く考えようとしている。
振り返って考察を深めよ
うと努力している。
Ｃ：
私語・居眠りが多く、主
体的に学習に取り組む
意欲が低い。欠席が多
い。提出物を出さない。

第２節
　　　　２次関数の値の変化
①２次関数の最大値、
　　　　　　　　　　　　　最小値
②グラフと２次方程式
③グラフと２次不等式

第３章　図形と計量
第１節　三角比
①直角三角形
②三角比
③三角比の利用
④三角比の相互関係
⑤鈍角の三角比

第５章　データの分析
①データの整理
②データの代表値
③データの散らばり
④データの相関
⑤仮説検定の考え方

第２章　２次関数
第１節　２次関数のグラフ
①関数
②１次関数のグラフ
③２次関数のグラフ

２次関数とそのグラフにつ
いて理解し、２次関数を用
いて数量の関係や変化を
表現することの有用性を
認識るすとともに、それら
を事象の考察に活用でき
るようにする。

三角比の意味やその基本
的な性質について理解し、
三角比を用いた計量の考
えの有用性を認識すると
ともに、それらを事象の考
察に活用できるようにす
る。

第２節　三角形への応用
①正弦定理
②余弦定理
③三角形の面積

15

15

10

10

105

10

15

第４章　集合と命題
①集合
②命題と集合
③必要条件と十分条件
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